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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町 三股町立文化会館

自主文化事業
●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。
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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

未
来
を
見
据
え
て

さ
ぁ
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

■ チケット料金
　 一般 2,000円（当日2,500円）
　 ペア 3,000円（前売りのみ）
　 大学生以下 1,000円（当日同料金）
※全席自由　※未就学児入場不可
※�大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いするこ
とがあります　
※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります

■ 会　場　三股町立文化会館
（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）

■ 主　催　三股町、三股町教育委員会
■ お問い合わせ・チケット取扱・ご予約
　 三股町立文化会館 TEL（0986）51-3462
　 https://bunka.town.mimata.lg.jp 

笑
福
亭
鉄
瓶

笑笑福福亭亭鉄鉄瓶瓶
落語落語会会令和6年

11/28㊍

笑福亭鶴瓶の12 番弟子！ 鶴瓶イズムの継承者
毎年披露しているノンフィクション落語は必見！

笑
福
亭
呂
翔

は
や
し
や
香
穂

撮
影
：
佐
藤
浩

開場 18：30
開演 19：00（90分・休憩あり）

■ 日　時
 　2024年11月30日（土） 開場13:30　開演14:00
■ 出　演　May J.／深町 宏（サックス奏者）
■ 全席指定席
■ チケット料金　2,500円（当日3,000円）
宝くじの助成により、特別料金になっています。
※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください、
※前売にて完売の場合「当日券」は販売はありません。
※チケットの転売は御遠慮ださい。
※車椅子をご利用の方は、文化会館にお問い合わせください。

■ 会　場　三股町立文化会館
（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）　

■ 主　催
 　三股町、三股町教育委員会・（一財）自治総合センター
■ お問い合わせ・チケット取扱・ご予約
　 三股町立文化会館 TEL（0986）51-3462
　 https://bunka.town.mimata.lg.jp サックス奏者 深町 宏

宝くじ文化公演

第46回宮崎県高等学校総合文化祭　演劇部門
第77回

宮崎県の高校演劇部の頂点を決める、この大会。宮崎県の高校演劇部の頂点を決める、この大会。
今年も、「三股を目指そう！」を合言葉に、９月の県予選会を勝今年も、「三股を目指そう！」を合言葉に、９月の県予選会を勝

ち抜いた６校が三股に集結し、九州大会への切符をかけて、三股ち抜いた６校が三股に集結し、九州大会への切符をかけて、三股
町立文化会館にて全力で演じます！町立文化会館にて全力で演じます！

演劇の翼を広げ、九州大会へ、さらに、全国大会を目標に羽ばた演劇の翼を広げ、九州大会へ、さらに、全国大会を目標に羽ばた
いていく瞬間を…お楽しみください！どなたでも入場できます。いていく瞬間を…お楽しみください！どなたでも入場できます。
入場無料です。入場無料です。

● 料　金● 料　金　無　料　無　料
　（予約・申し込み不要。気になる学校だけでもご覧になれます）　（予約・申し込み不要。気になる学校だけでもご覧になれます）
　※入場時、ご連絡先をお聞きいたします。　※入場時、ご連絡先をお聞きいたします。
● 会　場● 会　場　三股町立文化会館　三股町立文化会館
　（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）　（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）
● 主　催● 主　催　三股町、三股町教育委員会　三股町、三股町教育委員会
● お問い合わせ● お問い合わせ　　三股町立文化会館三股町立文化会館
　電話予約  TEL（0986）51-3462　電話予約  TEL（0986）51-3462
　WEB予約　https://bunka.town.mimata.lg.jp 　WEB予約　https://bunka.town.mimata.lg.jp 

日 時
1111月月1616日土日土
1111月月1717日日日日

午後１時開場予定午後１時開場予定
（２校上演）（２校上演）

午前９時開場予定午前９時開場予定
（４校上演）（４校上演）

宮崎県高等学校演劇宮崎県高等学校演劇
県大会県大会

未来を見据えて、未来を見据えて、
できることできること1010

……………………………………………２……………………………………………２
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今
夏
、
私
た
ち
を
襲
っ
た
猛
暑
。
こ
の

暑
さ
や
近
年
の
気
温
上
昇
の
一
因
と
言
わ

れ
て
い
る
の
が
、地
球
温
暖
化
で
す
。

地
球
温
暖
化
は
、地
球
上
で
二
酸
化
炭

素（
以
下
、
Ｃ
Ｏ
２
）や
メ
タ
ン
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

太
陽
か
ら
の
熱
が
宇
宙
に
逃
げ
る
こ
と
が

で
き
ず
、地
球
の
気
温
を
上
昇
さ
せ
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、未
だ
に

解
決
の
め
ど
が
立
た
ず
、
今
こ
の
時
も
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
地
球
温
暖
化

対
策
を
継
続
し
た
と
し
て
も
、そ
の
進
行

を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も

い
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。果
た
し

て
、
私
た
ち
に
は
、
温
暖
化
を
食
い
止
め

る
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、こ
の
ま
ち
に
住
む
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
行
動

の
変
化
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
こ

の
ま
ま
進
行
す
る
と
、私
た
ち
の
生
活
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。

①
気
温
の
上
昇

令
和
５
年
５
月
～
９
月
の
期
間
、県
内

で
熱
中
症
に
よ
り
緊
急
搬
送
さ
れ
た
人

数
は
９
３
１
人
。
前
年
同
時
期
に
比
べ
、

約
１
４
０
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
、現
在
以
上
の
温
暖
化
対

策
を
と
ら
な
い
場
合
、
最
高
気
温
が
30

度
以
上
の「
真
夏
日
」、
最
高
気
温
が
35

度
以
上
の「
猛
暑
日
」、
夕
方
か
ら
翌
朝

ま
で
の
最
低
気
温
が
25
度
以
上
の「
熱
帯

夜
」の
日
数
が
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

県
内
で
は
、21
世
紀
末
に
は
猛
暑
日
が

現
在
よ
り
約
28

日
増
加
、
熱
帯

夜
は
現
在
よ

り
64
日
増
加
す

る
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま

す
。②

海
面
水
位
の
上
昇

気
候
変
動
に
よ
り
海
面
水
位
が
上
昇
す

る
と
、
沿
岸
、
低
平
地
や
島
に
住
む
人
た

ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。台
風
に
よ
る
高
潮
、沿
岸
域
の
氾
濫
、

海
岸
侵
食
に
よ
る
被
害
を
よ
り
多
く
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
農
作
物
へ
の
影
響

私
た
ち
の
健
康
に
欠
か
せ
な
い
農
作

物
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

気
温
が
高
い
と
色
づ
き
が
悪
く
な
っ
た

り
、
時
期
が
遅
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
農

作
物
の
収
穫
に
影

響
が
出
る
と
、
農

作
物
を
使
っ
て
作

ら
れ
る
加
工
品

に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
私
た
ち
の
食

生
活
に
も
悪
い
影

響
が
出
ま
す
。

※�

参
考
資
料
：「
デ
コ
活
サ
イ
ト　
地
球

温
暖
化
の
現
状
」（
環
境
省
）、「
宮
崎
県

気
候
変
動
」（
宮
崎
地
方
気
象
台
・
福

岡
管
区
気
象
台
）、「
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
人
員
」（
総
務
省
消
防
庁
）

町
は
、
地
球
温
暖
化
や
、
そ
れ
に
伴
う

気
候
変
動
へ
の
対
策
と
し
て
、令
和
４
年

に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
み
ま
た
」を

宣
言
し
ま
し
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出

量
と
、森
林
な
ど
に
よ
る
吸
収
量
の
均
衡

に
よ
り
、
排
出
量
を「
実
質
ゼ
ロ
」に
す

る
こ
と
を
意
味
し
、
国
や
都
道
府
県
だ

け
で
な
く
、世
界
中
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

町
の
宣
言
は
、
２
０
５
０
年
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
比
で

50
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て

い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す
町

の
方
針
が
認
め
ら
れ
、
環
境
省
の「
脱
炭

素
重
点
対
策
実
施
地
域
」に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
て
町
が
掲
げ
る
計
画
の
う
ち
、

①�

民
間
事
業
者
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る

②�

災
害
な
ど
に
よ
り
停
電
し
た
時
の
電

力
自
給
を
実
現
で
き
る

③
地
域
経
済
循
環
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
、採
択
さ
れ
た
も

の
で
す
。本
年
度
ま
で
に
県
内
で
は
三
股

町
の
ほ
か
、
宮
崎
県
、
串
間
市
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、

町
は
５
年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
い
ま
す
。

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」を
実
現
す
る
た
め

に
は
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、吸
収
量
の

増
加
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
町
は
、
町
土
の
約
70
％
が
森
林
で

す
。
町
内
の
民
有
林
で
は
、
毎
年
多
く
の

木
が
植
樹
さ
れ
て
お
り
、吸
収
量
の
維
持

を
は
じ
め
、豊
か
な
自
然
環
境
を
保
護
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
転
換
と
し

て
太
陽
光
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
の
ほ
か
、住
宅
設

備
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
を
、町
全
体

で
進
め
、よ
り
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
町
は
、
一
般
家
庭
と

事
業
所
向
け
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
４
、５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、

補
助
金
の
活
用
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
？

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
目
指
し
て

「
脱
炭
素
重
点
対
策

実
施
地
域
」に
採
択

排
出
量
の
削
減
に

注
力
す
る

環境省による「脱炭素重点対策実
施地域」に認定され、国の支援を受
けながら取り組みを進めていくこと
になりました。

未
来
を
見
据
え
て
、で
き
る
こ
と

未
来
を
見
据
え
て
、で
き
る
こ
と

時として、私たちが目指すべき未来は変化します。時として、私たちが目指すべき未来は変化します。
今、目指すべきは、「持続可能なまち」です。今、目指すべきは、「持続可能なまち」です。
このまちを未来の子どもたちに託し、また次の世代に託してもらうために。このまちを未来の子どもたちに託し、また次の世代に託してもらうために。
子どもたちが抱く希望を、私たちの手で取り払わないために。子どもたちが抱く希望を、私たちの手で取り払わないために。
未来を見据えて、私たちにできることを考えます。未来を見据えて、私たちにできることを考えます。

こ
の
ま
ま
で
は
、

地
球
が
危
な
い
！
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私
の
少
年
時
代
の
気
候
と
比
べ
る
と
、

気
温
や
雨
の
降
り
方
を
は
じ
め
、こ
の
数

十
年
の
間
に
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
た
な

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。年
月
が

経
過
し
て
気
付
く
地
球
温
暖
化
の
影
響

は
、
ま
さ
に
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
り
、

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
部
分
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、本
町
の
豊
か
な
自
然
を
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、今
を

生
き
る
私
た
ち
の
役
目
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
温
暖
化
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
す

ぐ
に
結
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、一
人
一
人
の
行
動
の
積
み
上
げ
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
約
５
年

間
で
行
っ
て
い
く
事
業
は
、町
民
の
皆
さ

ん
へ
し
っ
か
り
と
情
報
発
信
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、省
エ
ネ
の
推
進

な
ど
、で
き
る
範
囲
で
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

一
部
の
補
助
金
つ
い
て
、
す
で
に
予
算

の
上
限
に
達
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

　
環
境
水
道
課　
環
境
保
全
係

　
☎
52
－
９
０
８
２

環境水道課 環境保全係
係 長 池 田 大 助

■ 個人住宅向け補助事業　
★導入パターン ： ①のみ、①と②、①と②と③、③のみ
① 太陽光発電設備の導入について

補 助 金 額 ７万円 /kWh　※町内の施工業者活用の場合は８万円 /kWh

補助対象者 町内の個人用住宅に居住、または、居住を予定している人

主な補助要件
⃝ �FIT（固定買取価格制度）またはFIP（市場売電価格に上乗せ
される制度）の認定を取得しないこと

※増設の場合は、卒 FITしていること
⃝発電した電力について、３０％以上の自家消費をすること

② 蓄電池の導入について

補 助 金 額 １/３以内 (上限４.７万円 /kWh)＋２万円 /kWh（上限１０万円）
※産業用の容量は、上限５.３万円 /kWh

補助対象者 町内の個人用住宅に居住、または、居住を予定している人

主な補助要件
⃝太陽光発電設備と併せて導入すること
⃝�蓄電池の価格が、家庭用容量は１４.１万円 /kWh以下、産業
用容量は１６万円 /kWh以下であること(工事費込み、税抜き )

③ 高効率給湯器への入替えについて
補 助 金 額 １/２以内（上限３０万円）

補助対象者 町内の個人用住宅に居住している人でエコキュートに更新する人

主な補助要件 従来の給湯器に対して３０％以上の省CO2 が図られること

個人向け補助事業の詳細は、
町公式サイトよりご確認ください➡

■ 事業所向け補助事業
★導入パターン： ①は必須で、②、③、④は事業所の実状により導入
★補助対象者： 町内に事業所を有して事業活動を行っている人（法人、個人事業主など）

① 太陽光発電設備の導入について
補 助 金 額 ５万円/kWh　※町内の施工業者活用の場合は６万円/kWh

主な補助要件
⃝FITまたはFIPの認定を取得しないこと
※増設の場合は、卒FITしていること
⃝発電した電力について、５０％以上の自家消費をすること

② 蓄電池の導入について

補 助 金 額 １/３以内(上限５.３万円/kWh)
※産業用の容量は、上限５.３万円/kWh

主な補助要件
⃝太陽光発電設備と併せて導入すること
⃝�蓄電池の価格が、家庭用容量は１4.１万円/kWh以下、産業用
容量は１６万円/kWh以下であること(工事費込み、税抜き)

③ EV（電気自動車）などの導入について
補 助 金 額 蓄電容量×２万円

主な補助要件
⃝太陽光発電設備と併せて導入すること
⃝�対象車両は、「CEV 補助金」の「補助対象車両一覧」の銘柄に
限る

④ 充電・充放電設備の導入について
補 助 金 額 １/２以内

主な補助要件
⃝太陽光発電設備と併せて導入すること
⃝�対象設備は、「クリーンエネルギー自動車の普及促進に向けた
充電・充てんインフラ等導入促進補助金」の銘柄に限る

事業所向け補助事業の詳細は、
町公式サイトよりご確認ください➡

省エネ診断補助事業の詳細は、
町公式サイトよりご確認ください➡

町内の中小企業および個人事業主に対する省エネ化の支援として、省エネ診断に係る経費につ
いても全額補助しています。実質ゼロ円で受診ができますので、省エネによるコスト削減や再生
可能エネルギー設備導入のきっかけとして、ぜひご活用ください。

町内事業所向け 省エネ診断のご案内

町は、以下のとおり個人住宅・事業所向けの補助制度を設けています。
補助事業の期間は令和６年度～令和 10年度（予定）であり、太陽光発電や蓄電池の
導入だけでなく、高効率給湯器への入替えや電気自動車の導入など、幅広くメニュー
を設けています。活用を検討してみてはいかがでしょうか。
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ご
み
の
焼
却
は
多
く
の
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出

す
る
た
め
、ご
み
の
量
を
削
減
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。

ま
た
、「
ま
だ
使
え
る
も
の
を
捨
て
、

新
し
い
も
の
を
買
う
」こ
と
に
よ
り
、
焼

却
時
だ
け
で
な
く
、さ
ら
な
る
生
産
の
過

程
で
も
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

例
え
ば
、買
っ
た
衣
服
を
大
切
に
着
る

の
で
は
な
く
、「
数
回
着
て
捨
て
る
」と
、

焼
却
時
だ
け
で
な
く
新
た
に
購
入
す
る
服

の
分
ま
で
Ｃ
Ｏ
２
が
排
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。長
持
ち
す
る
衣
服
を
購

入
し
、で
き
る
だ
け
長
く
着
る
こ
と
も
環

境
保
護
に
繋
が
り
ま
す
。　

ど
う
し
て
も
着
る
機
会
が
な
く
な
っ
た

服
は
、捨
て
る
の
で
は
な
く
古
着
店
に
持

ち
込
む
の
も
有
効
で
す
。
ま
た
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
業
の
一
環
で
オ
ー
プ

ン
し
た
古
着
店「
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ
」が
設
置
す

る
古
着
の
回
収
箱「
カ
イ
シ
ュ
ウ
モ
ン
ス

タ
ー
」を
活
用
し
て
、
次
の
持
ち
主
の
手

に
渡
る
よ
う
に
行
動
す
る
の
も
い
い
で

し
ょ
う
。

自
宅
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た

電
気
は
、
蓄
電
池
で
貯
め
て
、
自
宅
で
使

う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

４
、５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

町
は
、
個
人
、
事
業
所
向
け
に
太
陽
光
発

電
設
備
や
蓄
電
池
な
ど
の
導
入
に
対
し
、

補
助
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、自
宅
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
で
発
電
し
た
電
気
を
自
家
消
費
す
る
の

で
は
な
く
、売
電
し
て
い
た
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。

し
か
し
、近
年
そ
の
売
電
価
格
は
低
下

傾
向
に
あ
り
、
図
の
よ
う
に
、
直
近
の
売

電
価
格
は
平
成
27
年
度
比
で
約
50
％
も
低

下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
買
電
価
格
は
上

昇
し
て
い
ま
す
。毎
月
の
電
気
代
金
を
見

て
、電
気
代
の
高
騰
を
肌
で
感
じ
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、自
宅
で
発
電

し
た
電
気
は
、売
電
す
る
よ
り
も
自
家
消

費
し
た
方
が
お
得
で
す
。
さ
ら
に
、
災
害

時
な
ど
で
も
活
用
で
き
る
な
ど
、多
く
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
、お
し
ゃ
れ
に
、

気
軽
に
取
り
組
む

廃棄予定であった畳の縁を使って製作した商品（写
真は、㈱中西たたみ襖店が製作したもの）。このよ
うな商品をアップサイクル商品とも言う。

NAZOの店内のようす

地
球
温
暖
化
と
い
う
問
題
は
、文
字
ど

お
り
地
球
全
体
の
問
題
で
す
。私
た
ち
個

人
の
取
り
組
み
一
つ
一
つ
が
対
峙
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、誰
か
一
人
で
対
峙
で
き
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
一
人
一

人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
や
行
動
の「
集

合
」が
重
要
な
の
で
あ
り
、
地
球
の
未
来

を
定
め
る
の
で
す
。

で
は
、そ
も
そ
も
な
ぜ
私
た
ち
が
地
球

温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、私
た
ち
が
、「
先

輩
た
ち
」か
ら
ま
ち
を
託
し
て
も
ら
っ
た

よ
う
に
、こ
の
ま
ち
を
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
託
し
、ま
た
次
の
世
代
に
託
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、こ
の
ま
ち
で
生
き
て
き
た

私
た
ち
が
体
験
し
た
喜
び
を
、同
じ
よ
う

に
享
受
で
き
る
基
礎
を
残
す
た
め
で
す
。

今
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
、こ
れ
か

ら
の
世
代
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
日
常
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、今
を
生
き
る

私
た
ち
が
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

気
負
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。時
に
は

“
楽
し
く
”
、
時
に
は
“
お
し
ゃ
れ
”

に
、
時
に
は
“
気
軽
”
に
。
ま
ず
は
、
小

さ
な
こ
と
で
も
積
み
重
ね
、こ
の
ま
ち
を

住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
次
の
世
代
に
託
す

た
め
に
、私
た
ち
自
身
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
自
身
に
で
き
る
こ
と

町
内
の
公
共
交
通
機
関
に
は
、民
間
事

業
者
に
よ
る
路
線
バ
ス
や
鉄
道
が
あ
る
ほ

か
、
町
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
く

い
ま
ー
る
」が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
に
運
行
コ
ー
ス
の
再
編

な
ど
を
行
い
、よ
り
便
利
に
な
っ
た
く
い

ま
ー
る
。
本
年
度
中
に
は「
デ
マ
ン
ド
交

通
シ
ス
テ
ム
」の
実
証
実
験
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
時
間
や
場
所
を
予
約

す
る
こ
と
で
、指
定
時
間
・
場
所
に
車
で

迎
え
に
来
て
く
れ
る
乗
合
型
バ
ス
の
仕
組

み
で
、実
証
実
験
は
地
域
を
限
定
し
て
行

う
予
定
で
す
。

み
ん
な
が
自
家
用
車
で
移
動
す
る
よ
り

も
、よ
り
多
く
の
人
が
バ
ス
や
鉄
道
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
方
が
、
Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
量
を

抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
車

を
運
転
し
な
い

人
だ
け
で
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た

外
出
や
お
買
い

物
に
利
用
す
る

の
も
、環
境
に
優

し
い
行
動
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

コミュニティーバス「くいまーる」

↑「ＮＡＺＯ」インスタグラム

ご
み
の
量
を
削
減

使
え
る
も
の
は捨て

な
い

①

太
陽
光
発
電・蓄
電
池
の
導
入

売
る
時
代
か
ら
、

自
分
で
使
う
時
代
に

②

公
共
交
通
機
関
の
利
用

み
ん
な
で
乗
れ
ば
、

よ
り「
エ
コ
」に

③ 地
球
温
暖
化
や
そ
れ
に
伴
う
気
候
変
動

を
抑
え
る
た
め
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ

は
、行
政
の
直
接
的
な
取
り
組
み
だ
け
で

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
紹
介
す

る
、私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
具
体
的

な
行
動
に
よ
り
、実
現
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　
「
地
球
温
暖
化
」、「
気
候
変
動
」や「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」と
聞
く
と
、
話
の

規
模
が
大
き
く
、他
人
事
の
よ
う
に
感
じ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

し
か
し
、時
に
は
“
楽
し
く
”
、時
に
は

“
お
し
ゃ
れ
”
に
、時
に
は
“
気
軽
”
に

取
り
組
む
の
も
、い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
に
取
り
組
め
る
こ
と
、紹
介
し

ま
す
。

※�

表
紙
、２
、７
㌻
で
着
用
し
て

い
る
服
は
、「
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ
」で
販

売
さ
れ
て
い
る
商
品（
古
着
）

で
す
。
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C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

笑福亭鉄瓶さん

May J. さん

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

初
め
ま
し
て
、
私
の
名
前
は

リ
ュ
ツ
・
カ
リ
ッ
サ
で
す
。
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
市
か
ら
来
ま
し
た
。

6
年
間
、
そ
の
市
の
高
校
で
音
楽

の
先
生
と
し
て
、
吹
奏
楽
を
教
え

て
い
ま
し
た
。
専
門
は
低
音
の
金

管
楽
器
で
す
。
特
に
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
と
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
と
チ
ュ
ー

バ
で
す
。
で
き
れ
ば
三
股
町
の
音

楽
家
と
一
緒
に
演
奏
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
文
化
を
心
に
も
ち
つ

つ
、三
股
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

そ
の
文
化
を
共
有
し
た
い
で
す
。

私
に
は
、
大
き
な
個
性
が
あ
り
、

ま
た
、一
生
懸
命
働
く
こ
と
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
け
て
い
ま
す
。と
て
も
楽
し
い

で
す
。

日
本
語
と
書
道
の
勉
強
を
続
け

た
い
で
す
。
私
の
日
本
語
は
ま
だ

ま
だ
で
す
、
で
も
こ
れ
か
ら
も
っ

と
三
股
町
の
人
た
ち
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
習
い
た
い
で
す
。

三
股
町
で
過
ご
せ
る
こ
と
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
三
股

町
で
一
緒
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし協力隊通信 vol.55

山
本
マ
リ
子

雨あ
ま

間ま

み
て
花
壇
の
草
を
取
り
た
れ
ば
ガ
ー
ベ
ラ
一
輪
顔
出
し
見
ゆ
る

病
床
の
祖
父
の
爪
切
る
孫
二
人
０
・
５
ミ
リ
が
争
点
と
な
る

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
入
院
中
の
夫
が
最
後
に
自
宅
で
過
ご
し
た
夜
、
男
子
大
学
生
の
孫

が
二
人
で
手
足
の
爪
を
切
っ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
几
帳
面
な
下

の
孫
が
兄
に
指
図
し
て
い
た
。

308

小
牧
照
子

梅
雨
の
合
間
に
ふ
く
ら
は
ぎ
ま
で
伸
び
た
花
壇
の
草
を
取
っ
て
い

た
ら
、
赤
い
ガ
ー
ベ
ラ
が
草
の
中
に
一
輪
、
顔
出
し
た
よ
う
に
咲
い

て
い
る
の
に
感
動
し
た
。

外国語指導助手のコーナー
わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

●
お
と
な
が
楽
し
む
絵
本
時
間

　
【
日
時
】10
月
29
日（
火
）午
前
10
時
30
分
～

大
人
が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
絵
本

を
読
み
ま
す
。

●
カ
ラ
ペ
ハ
リ
エ
　
絵
本
を
作
っ
て
み
よ
う

　
【
日
時
】11
月
２
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

白
い
紙
に
自
由
に
絵
の
具
で
描
い
た
カ
ラ

フ
ル
な
紙
を
切
り
貼
り
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

絵
本
を
作
り
ま
す
。
講
師
は
、
カ
ラ
ペ
ハ
リ

エ
の
橋は
し

口ぐ
ち

亜あ

里り

紗さ

さ
ん
で
す
。
親
子
で
絵
本

創
作
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
※
要
予
約

心
豊
か
に
生
涯
読
書
～
読
書
の
す
す
め

読
書
推
進
運
動
協
議
会
よ
り
、
生
涯
読
書

に
お
す
す
め
の
本
24
冊
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
読
書
は
心
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
選
定
本
か
ら
２
冊
紹
介
し
ま
す
。
選

定
本
は
図
書
館
で
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
老
い
を
楽
し
む
人
生
の
言
葉
」

和わ

田だ

秀ひ
で

樹き

／
著　

Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ

「
サ
ザ
エ
さ
ん
の
昭
和
図
鑑
」

長は

谷せ

川が
わ

町ま
ち

子こ

／
著　

朝
日
新
聞
出
版

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

10
月
27
日
～
11
月
９
日
は
、
読
書
週
間
で

す
。
読
書
を
楽
し
く
す
る
本
の
展
示
や
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

●
絵
本
と
音
楽
の
お
は
な
し
会

　
【
日
時
】
10
月
13
日
（
日
）
午
後
３
時
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
音
楽
を
楽
し
め
る

お
は
な
し
会
で
す
。
読
み
聞
か
せ
活
動
を
し

て
い
る
永な
が

山や
ま

涼
り
ょ
う

子こ

さ
ん
、
上う
え

野の

美み

紀き

さ
ん
に

よ
る
お
は
な
し
会
で
す
。

※
要
予
約

●
と
し
ょ
か
ん
寄
席

　
【
日
時
】
10
月
20
日
（
日
）
午
後
３
時
～

ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
柱
は
し
ら

大だ
い

輔す
け

さ
ん
に
よ
る

落
語
を
上
演
し
ま
す
。
た
っ
た
一
人
で
、
全

て
の
登
場
人
物
を
演
じ
る
落
語
の
魅
力
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
※
要
予
約

●
ぶ
ど
う
の
会
の
お
は
な
し
会

　
【
日
時
】10
月
23
日（
水
）午
前
10
時
30
分
～

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぶ
ど
う
の

会
」
に
よ
る
乳
幼
児
か
ら
楽
し
め
る
お
は
な

し
会
で
す
。
親
子
で
絵
本
の
時
間
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
※
要
予
約

２
０
１
４
年
公
開
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
日
本
版
主
題
歌
（
エ

ン
ド
ソ
ン
グ
）
を
担
当
し
、
同
年
の
第
65
回

紅
白
歌
合
戦
に
初
出
場
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

や
舞
台
、
そ
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
続
け
て
い
る

「
Ｍ
ａ
ｙ 

Ｊ
．」
の
美
し
い
歌
声
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

高
校
演
劇
部
、
県
決
勝
大
会
！

11
月
16
～
17
日
、「
宮
崎
県
高
等
学
校
演
劇

県
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
９
月
の
宮
崎
県
予
選
を
突

破
し
た
高
校
演
劇
部
６
校
が
、
九
州
大
会
へ

の
切
符
を
か
け
県
代
表
を
決
め
る
大
会
で
、

毎
年
、
高
校
演
劇
と
は
思
え
な
い
、
見
応
え

あ
る
作
品
が
楽
し
め
る
公
演
で
す
。

全
作
品
を
観
て
最
優
秀
校
を
予
想
す
る

の
も
よ
し
、
観
た
い
作
品
だ
け
観
る
の
も
よ

し
。
入
場
無
料
、出
入
り
自
由
で
す
の
で
、気

軽
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

★�

お
知
ら
せ
し
た
公
演
の
情
報
は
、
本
誌
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「初めまして」

パリオリンピックで92年ぶりのメダルを獲得した馬術日

本代表。その姿は、まさに「人馬一体」でした。人馬一体とい

えば、郷土芸能「ジャンカン馬踊り」も負けていません。着任

前から取り組みたいと考えていた活動の一つが「ジャンカン

馬踊りの魅力発信」です。そこで、魅力発信と次世代への継承

のためのプロジェクトとして「JANKAN NEXT100」を、９月から

町内外の仲間とスタートしました。まずは、人気スマホゲー

ム「ウマ娘プリティーダービー」に着想

を得て、ジャンカン馬の「ウマ娘化」に

挑戦。町内在住のイラストレーター・

セトキイロさんに「ジャンカちゃん」を

描いていただき、オリジナルTシャツ

を製作しました。企画は、まだ始まっ

たばかり。皆さんとともに取り組みを

進めていけたら大変ありがたいです。

今月の表紙

『未 来』

未来を見据えて

今回の特集は、「ゼロカーボンシ
ティみまた」。環境保護のために私
たちにできることは多くありますが、
「楽しく・おしゃれに・気軽に」取
り組むことも一助になるかもしれ
ません。表紙や特集内の写真は、
古着などを販売するＮＡＺＯさんに
古着をお借りし、町内在住の壽山
さんご一家に服を着替えていただ
き撮影しました。おしゃれな古着を
おしゃれに着こなしていただき、皆
さんに支えられて撮った一枚です。

前回実施（ 2 月 ）
としょかん寄席の様子

ぶどうの会のおはなし会

『JANKAN NEXT 100』

秋
の
終
わ
り
に
落
語
で
大
笑
い
！

11
月
28
日
（
木
）、『
笑
福
亭
鉄
瓶
落
語
会
』

が
行
わ
れ
ま
す
。
笑
福
亭
鶴
瓶
の
12
番
目
の

弟
子「
笑
福
亭
鉄
瓶
」は
、「
平
成
25
年
度
な
に

わ
芸
術
祭
新
人
賞
」な
ど
の
賞
を
受
賞
し
、
若

手
成
長
株
、
上
方
落
語
会
の
リ
ー
ダ
ー
格
と

し
て
活
躍
す
る
落
語
家
で
す
。「
古
典
落
語
」

と
軽
快
な「
ト
ー
ク
」を
合
わ
せ
た
ス
タ
イ
ル

が
売
り
で
、
ま
た
、
実
在
の
人
物
の
人
生
を

落
語
化
し
た「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
落
語
」な

ど
、
新
た
な
ス
タ
イ
ル
も
追
求
し
て
い
ま
す
。

秋
の
終
わ
り
に
、
落
語
好
き
も
初
心
者

も
、
文
化
会
館
で
大
笑
い
し
ま
し
ょ
う
！

歌
姫『
Ｍａｙ 

Ｊ
．』が
本
町
に
や
っ
て
来
る
！

11
月
30
日
（
土
）、『
Ｍ
ａ
ｙ 

Ｊ
．
コ
ン

サ
ー
ト
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
Ｍ
ａ
ｙ 

Ｊ
．」
は
、
日
本
、
イ
ラ
ン
、
ト

ル
コ
、
ロ
シ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
ち
、
圧
倒
的
な
歌

唱
力
と
澄
ん
だ
繊
細
な
歌
声
、
そ
し
て
前
向

き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
共
感
を
呼
び
、
幅
広
い

世
代
か
ら
支
持
を
受
け
て
い
る
歌
手
で
す
。

地域おこし協力隊 荒
あら

武
たけ

 見
みる

希
き

さん

読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

～
こ
の
一
行
に
逢
い
に
き
た
～

リュツ・カリッサ
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Topics

町
勢
健
闘
！

県
消
防
操
法
大
会
が
開
催

Topics

「
千
花
繚
乱
」

三
股
中
学
校
体
育
大
会

８
月
20
日
、上
米
地
区
に
高
校

生
世
代（
15
～
20
歳
）の
た
め
の
居

場
所「
パ
ー
ク
・
ユ
ー
ス
＆
ブ
ッ

ク
＆
デ
ザ
イ
ン
」が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、宮
崎
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ヒ
ミ
ツ
キ
チ
が
企
画
し
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て

行
っ
た
事
業
で
、高
校
生
や
就
職

を
目
指
し
て
学
習
す
る
人
な
ど

の
居
場
所
と
し
て
、同
地
区
の
空

き
家
を
改
修
し
オ
ー
プ
ン
し
た

も
の
で
す
。

施
設
内
に
は
自
習
室
や
談
話
室

な
ど
を
設
け
、書
籍
や
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

を
自
由
に
利
用
で
き
る
ほ
か
、資

格
取
得
な
ど
の
学
習
や
就
労
に
関

す
る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、支

援
員
が
常
駐
し
ま
す
。利
用
可
能

日
は
、毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

入
場
は
無
料
で
す
。

高
校
生
世
代
の
た
め
の
居
場
所
に

パ
ー
ク
・
ユ
ー
ス
＆
ブ
ッ
ク
＆
デ
ザ
イ
ン

８
月
25
日
、町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
と
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
、今
年
で
29
回
目
と
な
る

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in

み
ま
た
」を
開
催
し
ま
し
た
。

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
は
、地
域
の
環
境
美
化
か
ら
地

球
環
境
を
考
え
、行
動
す
る
人
々

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

こ
の
日
は
、
各
地
区
の
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
、障
害
者
団
体
、三

股
中
学
校
の
生
徒
な
ど
５
０
０

人
以
上
が
参
加
。
22
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
町
内
各
所
で
ご
み

拾
い
や
除
草
作
業
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in
み
ま
た

「
ビ
ニ
ー
ル
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み

が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。ご
み
を
拾
っ

て
、町
を
き
れ
い
に
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」

原は
ら

口ぐ
ち

稀き

衣い

さ
ん

（
三
股
中
２
年
）

参
加
者

８
月
24
日
、「
第
40
回
宮
崎
県

消
防
操
法
大
会
」が
、
宮
崎
県
消

防
学
校
で
開
催
さ
れ
、「
小
型
ポ

ン
プ
積
載
車
の
部
」で
、
都
城
支

部
代
表
と
し
て
出
場
し
た
町
消
防

団
第
２
部（
大お

お

村む
ら

一か
ず

明あ
き

部
長
・
21

人
）が
第
２
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
か
ら
は
第
２
部
の

ほ
か「
ポ
ン
プ
車
の
部
」に
機
動

本
部
、「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」に
第

６
部
が
出
場
し
、そ
れ
ぞ
れ
第
５

位
、第
７
位
と
健
闘
。ま
た
、県
内

各
支
部
代
表
と
し
て
合
計
26
隊
が

出
場
し
、こ
れ
ま
で
の
訓
練
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】１
位
＝
小
林
市

消
防
団
第
１
分
団
第
５
部
、２
位

＝
綾
町
消
防
団
第
４
部
、３
位
＝

日
向
市
消
防
団
第
２
分
団
第
５
部

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】１
位
＝
日
之

影
町
消
防
団
第
３
分
団
第
13
部
、

２
位
＝
椎
葉
村
消
防
団
第
10
部
、

３
位
＝
都
農
町
消
防
団
中
央
分
団

第
３
部

【
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
】１
位

＝
高
千
穂
町
消
防
団
第
５
分
団
第

２
部
、２
位
＝
三
股
町
消
防
団
第

２
部
、３
位
＝
木
城
町
消
防
団
第

１
分
団
第
４
部

第２部部長と選手たち第２部部長と選手たち

９
月
８
日
、
三
股
中
学
校（
木き

下し
た

文ふ
み

秋あ
き

校
長
）で
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
千
花

繚
乱
～
一
人
一
人
が
輝
く
瞬
間

～
」。
各
団
か
ら
は
、
団
技
、
徒

競
走
や
リ
レ
ー
の
た
び
に
自
分

の
団
の
選
手
へ
声
援
と
競
技
結

果
へ
の
歓
声
、そ
し
て
競
技
に
出

場
し
た
全
員
の
健
闘
を
称
え
る

拍
手
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
も
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
る
な
ど
、盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

当
日
は
気
温
30
度
を
超
え
る

中
、
選
手
、
保
護
者
や
運
営
ス

タ
ッ
フ
た
ち
は
こ
ま
め
に
水
分

補
給
な
ど
を
行
い
な
が
ら
暑
さ

を
し
の
ぎ
、大
会
は
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

９
月
14
日
、町
物
産
館
よ
か
も

ん
や
で「
大
崎
町
フ
ェ
ア
Ｄ
Ｅ
よ

か
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、町
物
産
館
よ
か

も
ん
や
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、大
崎
町
ふ
る
さ
と
特
産
品
振

興
事
業
協
同
組
合
、三
股
町
商
工

会
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。イ
ベ
ン
ト
で
は
、両
町

の
特
産
品
販
売
、三
股
町
商
工
会

に
よ
る
焼
き
そ
ば
な
ど
の
販
売

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、夜
は

店
内
外
に
大
崎
町
特
産
品
の
焼

酎
な
ど
を
楽
し
む
飲
食
ブ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、来
店
者
は
両
町
の

特
産
品
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
大
崎
町
と
物
産
交
流

よ
か
も
ん
や
で
大
崎
町
フ
ェ
ア
開
催

「
特
産
品
を
購
入
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、

大
崎
町
の
事
や
特
産
品
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。と
て
も
良
い
機
会

で
、う
れ
し
い
で
す
」

坂さ
か

元も
と

健け
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん

（
大
崎
町
在
住
）

出
店
者

（
カ
フ
ェ・ド・グ
リ
ル 

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
）
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●��
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��
宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

●
入
場
料
＝
無
料

●
主
催
＝
町
文
化
協
会

●
お
問
い
合
わ
せ
＝
町
立
文
化
会
館

☎
51
－
３
４
６
２

●�

事
業
内
容
＝
運
転
に
不
安
の
あ
る
高
齢

者
で
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し

た
人
に
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回

数
券
を
交
付
し
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

の
減
少
と
公
共
交
通
の
利
用
拡
大
を
図

る
も
の
で
す
。

●
補
助
対
象
者
＝

①
自
主
返
納
の
日
に
満
70
歳
以
上
の
人

②
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

●�

支
援
内
容
＝
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
く
い
ま
ー
る
」
の
回
数
券
12
回
分

の
バ
ス
利
用
券
を
10
冊
交
付
し
ま
す

（
１
２
０
回
分
）。

●�

申
請
方
法
＝
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
、「
町
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
申
請
書
」に
運
転
免
許
の
取

消
通
知
書
な
ど
を
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

新
規
開
業
を
志
し
て
い
る
人
や
開
業
し

て
５
年
未
満
の
人
を
対
象
に
、
事
業
経
営

に
お
け
る
基
礎
知
識
や
新
規
開
業
時
の
事

業
計
画
の
立
て
方
な
ど
を
学
べ
る「
み
ま

た
ん
創
業
ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
10
月
11
日（
金
）・
18
日（
金
）・

24
日（
木
）・
31
日（
木
）　

　
※
全
４
回

　
※�

い
ず
れ
も
、午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場
所
＝
町
商
工
会　
会
議
室

●
受
講
料
＝
無
料

●
定
員
＝
15
人

●
講
座
概
要
＝

第
１
回 

創
業
の
心
構
え
と
人
材
育
成

第
２
回 

販
売
戦
略

第
３
回 �

会
計
・
税
務
の
基
礎
知
識
と

資
金
調
達

第
４
回 

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定
方
法

●�

申
し
込
み 

＝
10
月
４
日（
金
）ま
で
に

町
商
工
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。
申
込
書
類
は
、
町
商
工

会
窓
口
で
受
け
取
る
か
町
商
工
会
の

公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●�

そ
の
他
＝
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
修
了
者
に

は
、
町
か
ら
各
種
支
援
策
が
受
け
ら
れ

る
受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

　
町
商
工
会　

　
☎
52
－
２
２
２
６

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
18
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
受
付　
午
後
１
時
～

●
会
場=

メ
イ
ン
ホ
テ
ル

　
　
　
　
都
城
市
上
町
８
街
区
９
号

　
　
　
　
☎
23
―
３
１
３
１

●�

参
加
見
込
企
業
＝
20
社
程
度（
三
股
町
、

都
城
市
に
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
）

●�

主
催
＝
都
城
公
共
職
業
安
定
所
、
宮
崎

労
働
局
、宮
崎
県
、都
城
市

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
次
の
も
の
を
持
っ

て
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）。

①�

障
が
い
を
確
認
出
来
る
も
の（
障
害
者

手
帳
な
ど
）

②�

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
と
そ
の
コ
ピ
ー

※�

履
歴
書
の
コ
ピ
ー
は
、
面
接
予
定
企
業

数
に
応
じ
て
枚
数
を
決
め
て
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城　
障
害
者
担
当

☎
22
－
１
７
４
５（
43
＃
）

フ
ァ
ク
ス　
22
－
２
０
３
７

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
共
に
助
け

合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
手
を
取
り

合
っ
て
50
年
を
過
ご
し
て
き
た
ご
夫
婦
を

祝
福
し
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
幸
せ
な
生

活
を
送
る
こ
と
を
願
い
、
合
同
金
婚
式
を

開
催
し
ま
す
。

昭
和
49
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を

出
し
た
ご
夫
婦
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
届

出
で
合
同
金
婚
式
に
申
し
込
み
を
し
た
こ

と
が
な
い
ご
夫
婦
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
ご
夫
婦
を
ご
存

知
の
人
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
詳
細
を
後

日
文
書
で
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
22
日（
金
）

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」

●
申
込
期
限
＝
10
月
18
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
52
－
１
２
４
６　

　
「
第
32
回
三
股
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

を
、次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
！

ま
つ
り
の
企
画
・
運
営
は
、
町
民
の
代

表
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
が
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
３
年
か
ら
始
ま
り
今
回
で
32

回
目
を
迎
え
る
町
民
総
参
加
の
ま
つ
り

で
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
な
ど
を
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日
時
＝
11
月
９
日（
土
）

　
　
　
正
午
～
午
後
８
時
30
分

　
　
　
11
月
10
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●�

場
所
＝
町
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
、
元
気

の
杜
広
場

●
主
催
＝
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

※�

詳
細
な
情
報
は
、
決
ま
り
次
第
町
公
式

観
光
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
出
演
者
や
出
店
者
の
募
集
情

報
も
町
公
式
観
光
サ
イ
ト
で
確
認
で

き
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

企
画
商
工
課

商
工
観
光
係
内

☎
52
－
９
０
８
５

介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
人
が

離
職
し
た
際
に
届
け
出
す
る
こ
と
が
努
力

義
務
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
在
職
中
も
届

け
出
で
き
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

対
象
の
資
格
・
研
修
は
、介
護
福
祉
士
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
介
護
職
員
実
務

者
研
修
、
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

１
級
・
２
級
、
旧
介
護
職
員
基
礎
研
修
、

生
活
援
助
従
事
者
研
修
、
入
門
的
研
修
な

ど
で
す
。

届
け
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
祉
の

仕
事
に
関
す
る
最
新
情
報
の
提
供
、
資
格

取
得
や
研
修
な
ど
に
よ
る
ス
キ
ル
維
持
・

向
上
の
サ
ポ
ー
ト
、
最
適
な
お
仕
事
探
し

の
支
援
な
ど
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

今
な
ら
、
届
け
出
し
た
人
に
、
も
れ
な

く
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

社
会
福
祉
法
人

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

宮
崎
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５
－
32
－
９
７
４
０　

フ
ァ
ク
ス 

０
９
８
５
－
27
－
０
８
７
７

次
の
日
程
で
保
護
ネ
コ
・
イ
ヌ
譲
渡

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
開
催
日
＝
10
月
13
日（
日
）・
27
日（
日
）

　
　
　
　
11
月
10
日（
日
）・
24
日（
日
）

　
　
　
　
12
月
８
日（
日
）・
22
日（
日
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
＝
㈱
都
城
酒
造
Ｈ
Ｄ
事
務
所

　
　
　
都
城
市
乙
房
町
４
１
１
３
－
１

●
お
問
い
合
わ
せ
＝
エ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン

　
は
ぴ
に
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　
☎
37
－
３
３
９
２

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

町
で
は
毎
年
、町
政
の
振
興
や
町
民
の

福
祉
増
進
、
産
業
の
進
展
な
ど
に
功
労

の
あ
っ
た
人
、
町
民
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
活
動
を
し
た
人
な
ど
を
表
彰
し
て

愛
の
ご
寄
付

い
ま
す
。

式
典
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ

ん
で
受
賞
者
を
祝
福
し
ま
し
ょ
う
。

〈
表
彰
の
種
類
〉

①�

功
労
賞
…
町
政
の
振
興
、
産
業
の
進
展

な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
人
・
団
体

②�

文
化
賞
…
町
の
文
化
向
上
発
展
に
寄
与

し
、そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
・
団
体

③�

善
行
賞
…
町
民
の
模
範
と
な
る
活
動
を

し
た
人
・
団
体　
な
ど

※�

同
日
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
対
す
る「
社
会

福
祉
功
労
者
等
表
彰
」「
さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
三
股
会
長
表
彰
」も
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
３
日（
日
・
文
化
の
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午（
予
定
）

※
受
付
開
始  

午
前
９
時
30
分

●
場
所
＝
町
立
文
化
会
館

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

総
務
課 

秘
書
広
報
係

☎
52
―
１
１
１
３

次
の
と
お
り
、「
三
股
町
文
化
協
会
第

37
回
芸
能
発
表
会
」を
開
催
し
ま
す
。
三

股
町
文
化
協
会
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
日
頃
の
成
果
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
10
月
27
日（
日
）

開
場 

午
前
11
時
30
分
／
開
演 

正
午

●
会
場
＝
町
立
文
化
会
館

●�

演
目
＝
和
太
鼓
、
舞
踊
、
三
味
線
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、大
正
琴
、郷
土
芸
能

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

出で

水み
ず　

勉つ
と
む

母
出で
水み
ず
ハ
ル
エ

97

谷

3
万
円

川か
わ

野の

康や
す

子こ

夫
川か

わ
野の
甲こ

う
一い

ち

74
山
王
原
5
万
円

中な
か

島し
ま

孝た
か

子こ

母
下し

も
沖お

き
エ
ミ
子こ

94

今
市

3
万
円

愛あ
い

甲こ
う

英え
い

子こ

母
乗の

り
峯み

ね
ハ
ツ
エ

98

上
米

3
万
円

父
野の
﨑ざ
き
和な
ぐ
夫を

97

矢や

野の

千か
ず

代よ

母
野の
﨑ざ
き

京き
ょ
う

子こ

95
山
王
原
5
万
円

森も
り　

千ち

春は
る

夫
森も
り　
明あ
き
廣ひ
ろ

76

蓼
池

3
万
円

堂ど
う

領り
ょ
う

弘ひ
ろ

隆た
か

母
堂ど
う

領り
ょ
う

貞さ
だ

子こ

92
西
植
木
5
万
円

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

「
令
和
６
年
度
都
城
障
害
者
ふ
れ

あ
い
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す

三
股
町
文
化
協
会
第
37
回
芸
能

発
表
会
を
開
催
し
ま
す

合
同
金
婚
式
を
開
催
し
ま
す

「
第
32
回
三
股
町
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」を
開
催
し
ま
す

介
護
の
届
け
出
制
度
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い

保
護
ネ
コ
・
イ
ヌ
譲
渡
会
に
つ

い
て

「
令
和
６
年
度
三
股
町
表
彰
式
」

を
実
施
し
ま
す

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
み
ま
た
ん
創
業
ス
ク
ー
ル
」を

開
催
し
ま
す
！
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●
期
日
＝
11
月
12
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

　
※
誕
生
者
は
、予
約
が
必
要
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
近
所
で
助
け
合
う

子
育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。“
依

頼
者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者

は
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
”そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

・�

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り

・�

児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
施
設
への
送
迎
な
ど

●�

利
用
料
金
＝
町
が
一
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
＝
11
月
７
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝

　
令
和
５
年
10
月
生
ま
れ
、

　
令
和
６
年
８
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（
お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３

枚
程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
期
日
＝
10
月
31
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
４
年
４
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談
や
栄
養
相

談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
10
月
24
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

祉福と健保　祉福と健保

●�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●�

講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

　
※
要
予
約

子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
は
ぐ
く

み
」
に
よ
る
ア
ロ
マ
、
ヨ
ガ
、
ベ
ビ
ー
・

キ
ッ
ズ
ス
キ
ン
ケ
ア
の
教
室
で
す
。

●�

期
日
＝
10
月
24
日（
木
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●�

定
員
＝
５
組　
※
要
予
約

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
10
月
29
日（
火
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」大
会
議
室

　
※
要
予
約

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●�
期
日
＝
11
月
７
日（
木
）

●�
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

　
※
要
予
約

誕
生
日
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
＝
令
和
３
年
２
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則

で
す
。

開
放
日
は
、
月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～

正
午
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
、
開
放
日

に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
」、「
お
友
達
を
つ
く
り
た
い
」と
思
っ

て
い
る
保
護
者
は
、
ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
毎
週
水
曜
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
10
月
21
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※�

動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

臓
器
移
植
や
骨
髄
移
植
と
い
っ
た
移
植

医
療
は
、
提
供
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
社

会
の
理
解
と
支
援
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り

立
つ
医
療
で
す
。
１
人
で
も
多
く
の
患
者

を
救
う
た
め
に
は
、
１
人
で
も
多
く
の
ド

ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

健
康
保
険
証
の
裏
側
に
意
思
表
示
を

記
載
で
き
る
欄
が
あ
り
ま
す
。「
臓
器
提

供
す
る
」「
臓
器
提
供
し
な
い
」は
、
ど
ち

ら
も
大
切
な
自
分
の
意
思
表
示
で
す
。
ま

た
、
そ
の
意
思
は
い
つ
で
も
変
え
ら
れ
ま

す
。
ご
家
族
や
大
切
な
人
に
、
今
の
自
分

の
意
思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

安
全
な
血
液
製
剤
を
安
定
し
て
供
給
す

る
た
め
に
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
期
日
＝
10
月
11
日（
金
）

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所
＝
町
役
場

　
※�

１
階
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
し
た
後
、

献
血
車
内
で
行
い
ま
す

●�

事
前
予
約
＝
献
血
ア
プ
リ「
ラ
ブ
ラ
ッ

ド
」ま
た
は
宮
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
血
液
推
進
課
に
電
話（
０
９
８
５

－
50
－
１
８
０
０
）で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
電
話
予
約
は
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
で
す
。

●
高
齢
者
虐
待
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
た
こ
と
で「
高

齢
者
の
介
護
」や「
虐
待
」が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
は
、高
齢
者（
65
歳
以
上
）

を
世
話
す
る
家
族
な
ど
に
よ
る
虐
待
と
、

要
介
護
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待
が

あ
り
ま
す
。
発
生
の
原
因
に
は
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
介
護
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス

・
介
護
の
相
談
者
、協
力
者
が
い
な
い

・
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
経
済
的
に
困
っ
て
い
る　
　
な
ど

ま
た
、
高
齢
者
の
た
め
に
と
思
っ
て
し

て
い
る
こ
と
が
、
虐
待
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
う
ち
に
、
不
適

切
な
対
応
に
な
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
介
護
を
す
る
上
で
の
困
り
ご
と
な
ど
が

あ
れ
ば
、
自
分
の
中
に
た
め
込
ま
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人
や
場
所

が
思
い
浮
か
ば
な
い
時
は
、
担
当
の
介
護

支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
）や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
52
－
９
０
６
３

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

３
歳
児
健
診

利
用
時
間

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時

３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
、
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
１
人
目
の
み

５
０
０
円

兄
弟
利
用
２
人
目
か
ら

４
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

誕
生
会（
８・９
月
生
ま
れ
の
お
友
達
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

高
齢
者
の
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

は
ぐ
く
み
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

お
は
な
し
か
い

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
・
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
で
す

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
の
仕
方

献　
血

足もと元気教室
●日程＝10月15日～11月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館
10月18日（金）

11月１日（金）

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ 11月７日(木)

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 11月14日（木）

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 10月16日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 10月17日（木）

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
10月17日（木）

11月７日（木)

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター 11月６日（水）

餅原 午前９時30分～11時 餅原営農研修館 10月21日（月)

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター 10月16日（水）

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
10月23日（水）

11月13日（水）

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 11月11日（月)

下新 午前９時30分～11時 7地区分館 11月８日（金)

8地区 午前９時30分～11時 8地区分館 10月25日（金）

9地区 午後１時30分～３時 9地区分館
10月23日（水）

11月13日（水）

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補給用の
飲み物

※ �10 月１日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。
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情のしらく　 報情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

可燃物 可燃物

６ ７ ８ ９ 10 11 12

可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

13 14
スポーツの日

15 16 17 18 19

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日 図書館休館日

缶・ビン 可燃物

20 21 22 23 24 25 26

可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

27 28 29 30 31

可燃物
図書館休館日

可燃物

10月 5月

二次元コードを
読み込むと町の
公式ホームペー
ジのアドレスが
表示されます。

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

６日

沖水こどもクリニック（小） 太郎坊町 ☎27-5656

城南病院（内） 大 王 町 ☎23-2844

ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348

都北ごとうクリニック（外・消・呼・乳・肛） 都 北 町 ☎38-6060

ながはま整形外科（整） 都 北 町 ☎46-7188

武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

13日

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048

伊達クリニック（内・循） 牟 田 町 ☎36-7088

宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 ☎25-9031

山路医院（外・内） 山 田 町 ☎64-3133

よしかわクリニック（麻・整・内） 前 田 町 ☎23-9384

小山田眼科医院（眼） 松 元 町 ☎22-0710

14月

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 早 水 町 ☎36-6117

藤元上町病院（内） 上 町 ☎23-4000

海老原内科（内） 山 田 町 ☎64-1211

野口脳神経外科（脳） 太郎坊町 ☎47-1800

都城明生病院（泌） 金 田 町 ☎38-1120

西浦医院（耳鼻） 松 元 町 ☎22-0715

20日

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330

ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700

長倉医院（内） 三 股 町 ☎52-2109

まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） 東 町 ☎36-8926

なかむら整形外科クリニック(整) 平 江 町 ☎36-5333

宮田眼科病院（眼） 蔵 原 町 ☎22-1441

27日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171

柏村内科（内） 上 町 ☎22-2616

いづみ内科医院（内） 鷹 尾 ☎22-7111

小牧病院（整） 立 野 町 ☎24-1212

酒井皮膚科医院（皮） 北 原 町 ☎25-5322

吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 鷹 尾 ☎21-4133

10月

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第17位／令和６年7月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和６年９月１日現在） ◦男／11,812人◦女／13,383人◦合計／25,195人（前月比−17人）
◦世帯数／10,420戸（＋0戸）◦出生／10人◦死亡／30人◦転入／63人◦転出／60人

10月31日（木）は納期限です
●町県民税（第3期）
●国民健康保険税（第4期）
口座振替は 10 月 25 日（金）です。やむを得ず口座
振替できなかったときは、11月11日（月）に再振替を
行います。引き落としの前日までに預貯金口座の残高
確認をお願いします。
なお、再振替でも引き落としされなかった場合は、
納付書で納めることになります。
証明書の申請には身分証明が必要です
課税証明、納税証明、固定資産評価証明などが必要
な場合は、運転免許証などの身分証明書をお持ちの
うえ、申請をしてください。本人以外が申請する場合
は、委任状が必要です。ただし、町内同一世帯家族（親
族）の場合は、窓口に来た人の申出書提出で申請でき
ます。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わ

ぬ事故、病気や失業など、やむを得ない特別な事情が
あって納期内に納められないときは、早めにご相談く
ださい。年度を繰り越す滞納とならないよう各種納税
相談を受け付けます。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

家屋を取り壊したときは連絡をください
家屋を取り壊した人、または年内に取り壊す予定の

人は、ご連絡ください。
専用住宅を取り壊すと、住宅用地の特例が無くな

り、土地の固定資産税額が以前より高くなる場合もあ
りますので、取り壊す前に資産税係にご確認くださ
い。家屋は、令和６年中に取り壊した場合、令和７年度
から固定資産税は課税されません。
■お問い合わせ＝資産税係　☎52-9636

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
自
覚
、

連
帯
感
に
基
づ
き
、
自
主
的
に
結
成
し
、

防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

災
害
に
お
け
る「
自
助
」・「
共
助
」・「
公

助
」の
う
ち
、
自
主
防
災
組
織
は「
共
助
」

に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、「
自
助
」・「
共
助
」・

「
公
助
」の
連
携
が
必
要
と
な
り
、
特
に
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
公

的
機
関
が
行
う
活
動
は
交
通
網
の
寸
断
や

同
時
多
発
火
災
な
ど
に
よ
り
十
分
対
応
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
一

緒
に
な
っ
て
協
力
し
、
災
害
や
避
難
に
関

す
る
情
報
の
伝
達
、
避
難
誘
導
、
安
否
確

認
、
救
出
救
護
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
常
時
に
は
防
災
訓
練
や
広
報
活
動
、

災
害
時
に
は
初
期
消
火
、
救
出
救
護
、
集

団
避
難
、
避
難
所
へ
の
給
食
・
給
水
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
自
治
公
民
館
単
位
で
13
組
織
が

結
成
さ
れ
て
お
り
、
防
災
訓
練
や
災
害
時

の
避
難
所
運
営
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る

に
あ
た
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト
や
結
成
後
の
訓

練
時
に
必
要
な
資
材
等
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
課
危
機
管
理
係（
☎

52
―
１
１
１
０
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、自
主
防
災
組

織
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間
急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお問
い合わせください。

地域おこし協力隊着任! 
９月１日付で、新たに趙

じょ

　昇
すん

厚
ふ

さんが
地域おこし協力隊として着任しました。
主な活動のテーマは「観光資源、特産
品の魅力再発見プロジェクト」です。

【活動内容】
①�町の特産品および観光スポット

などの掘り起こしや、事業者間を
つなぐコラボ商品の開発支援

②�ふるさと納税関連サイトなどで
の情報発信
所属は企画商工課商工観光係です。

また、趙さんの着任により、本町の地
域おこし協力隊は、荒

あら

武
たけ

見
みる

希
き

隊員との
２人体制となります。

自
主
防
災
組
織
と
は
？

な
ぜ
、
自
主
防
災
組
織
が
必
要

な
の
か
？

自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
？

町
内
の
自
主
防
災
組
織
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POST CARD

お手数ですが
切手を貼って
お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2024.10　vol.650

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
こ
の
部
が
良
く
な
る
な
ら

総
勢
約
70
人
を
擁
す
る
、
三
股
中
学

校
吹
奏
楽
部
。部
を
束
ね
る
の
が
、

部
長
の
米
澤
昊
優
さ
ん
だ
。
ピ
ア
ノ
を

習
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
音
楽
が
好
き

で
入
部
。
任
さ
れ
た
の
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

だ
っ
た
。「
高
音
や
細
か
い
音
を
出
せ
ず
、

初
め
は
思
う
よ
う
に
演
奏
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
、
２
年

生
の
中
頃
、
よ
う
や
く
思
う
よ
う
に
演
奏

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
言
う
よ

う
に
、
少
し
ず
つ
演
奏
に
自
信
が
つ
い
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
部
長
に
な
り
部
の
運

営
も
行
う
立
場
に
。「
人
数
が
多
い
の
で

意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
と
め

る
の
が
大
変
で
す
。
で
も
、
解
決
し
た
と

き
は
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
部
が
良
く

な
る
っ
て
こ
と
な
の
で
」と
前
を
見
つ
め

る
。
部
そ
の
も
の
や
部
員
の
こ
と
を
思
い

活
動
し
て
き
た
米
澤
さ
ん
。
そ
し
て
、
そ

の
思
い
に
気
付
き
、
共
感
し
、
同
じ
方
向

を
向
い
て
活
動
し
て
き
た
仲
間
た
ち
が
い

る
。
米
澤
さ
ん
の
奏
で
る
音
は
、
思
い
を

同
じ
く
す
る
仲
間
た
ち
の
音
と
共
に
、
聞

く
人
の
心
に
響
く
だ
ろ
う
。

小学生の頃、気に入っていた服が
破れて着られなくなり泣きながら
捨てたことを、特集を書きながら思
い出しました▼大人になった今、服
や靴は、多少破れた程度ではなかな
か捨てられず、「まぁ、これくらい
いいか」とそのまま着用することも
…単なる「物」ではなく、何か思い
出が詰まっているような気がして
なりません▼ここまで、「物を大切
にする人」かのように振る舞ってし
まいましたが、それは違います。買
い貯めしておいた納豆（賞味期限切
れ）を冷蔵庫内で発見し、もやもや
しながらも、どうしようもなく捨て
てしまうことがあるのです▼まだ
まだダメですね。特集を読み直し、
意識と行動を変えていく必要があ
るみたいです。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和６年10月１日号No.650

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星 町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。
また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…https://www.town.mimata.lg.jp）

石い
し

崎ざ
き

　
日ひ

彩い
ろ

ち
ゃ
ん

令
和
５
年
12
月
12
日
生
ま
れ（
０
歳
）

石
崎
奨
太
さ
ん・茉
実
さ
ん
の
長
女

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り

が
と
う
。
日
々
の
成
長
が
と
て
も
嬉
し

く
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
す
。
た
く

さ
ん
の
人
か
ら
愛
さ
れ
ま
す
よ
う
に
！

よ
り
と
く
ん
の
笑
顔
に
家
族
み
ん
な

癒
さ
れ
て
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
、
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

堀ほ
り

内う
ち

　
縁よ

り

人と

ち
ゃ
ん

令
和
５
年
12
月
18
日
生
ま
れ（
０
歳
）

堀
内
涼
太
朗
さ
ん・ま
ど
か
さ
ん
の
次
男

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

蓼
池
在
住 

米よ
ね

澤ざ
わ 

昊こ

優う

（
15
）さ
ん

思
い
が
音お

ん

色し
ょ
く

に

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

毎 月19日 は
食 育 の 日

町の栄養士から

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

No.144

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

10月の旬の食材
・マイタケ
・エノキダケ
・チンゲン菜
・ニンジン
・サツマイモ
・リンゴ
※材料は全て 1 人分です

❶❶ ❷❷

❸❸ ❹❹

❶ 主食 / ごはん
252㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　ごはん…150㌘

❷ 主菜 / キノコと豚肉の甘辛いため
231㌔㌍　塩分 1.2㌘
材　料　�豚肉スライス…60㌘、小麦粉…小さじ 1/2、マイタ

ケ…25㌘、エノキダケ…25㌘、タマネギ…30㌘、
青パパイヤ（三股町産）…20㌘、カイワレ菜…5㌘	
油…小さじ 1/2、●おろしショウガ…小さじ 1/3、
●砂糖…小さじ 1/2、●酒…小さじ 2、●しょうゆ
…小さじ 1、●みりん…小さじ 1

作り方	 ①�マイタケは割く、エノキダケは根本を落とし、長
さを半分に切る。タマネギは薄切りにする。

	 ②�青パパイヤは半分に切ってスプーンで種を除く。
皮をむき、細切りにして水に 10 分さらしてアク
を抜く。軽く水洗いしたら水気を拭き取る。

	 ③豚肉は一口大に切り、小麦粉をまぶす。
	 ④●の調味料を混ぜ合わせる。
	 ⑤�鍋に油を入れ、豚肉を入れてかき混ぜながら炒

める。肉の色が変わったら①と②を入れ炒め合
わせる。

	 ⑥④を加え、とろみがつくまで加熱する。
	 ⑦器にもり、刻んだカイワレ菜を飾る。

❸ 副菜 / チンゲン菜のゴマ和え
74㌔㌍　塩分 1.1㌘
材　料　�チンゲン菜…60㌘、ニンジン…30㌘、▼しょうゆ

…小さじ１、▼砂糖…小さじ 1/2、▼すりごま…大
さじ１

作り方	 ①�ボウルに▼の材料を入れて混ぜておく。
	 ②�チンゲン菜とニンジンは細く切り、耐熱容器に入

れて軽くラップをかけ、電子レンジで好みの硬さ
に加熱する。冷めたらよく絞る。

	 ③①に②を入れて和える。

❹ 副菜 / サツマイモのミルク煮
108㌔㌍　塩分 0.1㌘
材　料　�サツマイモ…50㌘、バター…小さじ 1/2、牛乳…50

㍉㍑
作り方	 ①�サツマイモは皮付きのまま 1.5㌢角切りにして水

にさらして、水気を切る。
	 ②�鍋にサツマイモ、バター、牛乳を入れ軟らかくな

るまで弱火で煮る。

❺ もう一品 / リンゴ
53㌔㌍　塩分 0.0㌘
材　料　�リンゴ…100㌘

●�

楽
し
み
な
が
ら
地
域
活
動

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
山
王
原

地
区
で
地
域
活
動
を
さ
れ
て
い

る
地
域
活
性
化
団
体『
が
ん
ば
っ

ど
！
山
王
原
』さ
ん
で
す
。
平
成

28
年
に
団
体
を
発
足
さ
せ
、
今
年

で
９
年
目
。
現
在
20
人
以
上
が
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
70

歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
、
同
地
区
に

あ
る
古
民
家「
小
倉
邸
」を
管
理

し
な
が
ら
拠
点
と
し
、
ひ
な
飾
り

や
端
午
の
節
句
、
七
夕
飾
り
な

ど
、
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
た
飾
り

つ
け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

に
２
回
行
う
地
区
の
子
ど
も
会

と
の
交
流
で
は
、
竹
で
水
鉄
砲
を

作
っ
た
り
、
草
木
染
め
や
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
を
一
緒
に
作
る
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

代
表
の
岩
崎
壽
子
さ
ん
に
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
聞
く
と「
み
ん
な

で
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
で
き
る
こ
と
、
年
齢
に
応
じ
た

活
動
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
小
倉
邸

が
た
く
さ
ん
の
人
の
交
流
の
場
と

な
り
、
楽
し
く
笑
っ
て
続
け
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

よ
か
も
ん
や

で
は
、同
団
体

が
作
っ
た
旬

の
野
菜
や
、小

物
、焼
菓
子
を

取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

子ども向けハロウィンイベント企画中！
日程：10月27日(日)
場所：三股町物産館よかもんや

イベント情報

❺❺
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問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


